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事法務）3 頁，松原正明『全訂　判例先例　相続法Ⅳ』（2010年，日本加除）3 ～ 7 頁，
犬伏由子「各章のテーマの位置づけと問題点」久貴忠彦編集代表『遺言と遺留分　第

































0～14歳（%） 15～64歳（%） 65歳以上（%） 65歳以上の人口数
1990年 27.08 66.70 6.22 1,268,631
1995年 23.77 68.60 7.64 1,631,054
2000年 21.11 70.26 8.62 1,921,308
2005年 18.70 71.60 9.70 2,216,804
2010年 15.65 73.61 10.74 2,487,893
※データは中華民国内政部戸政司戸籍人口統計年報から。
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全世帯数（千）（割合） 4,735.2 （100%） 7,083.4 （100%）
一人世帯数（割合）  283.3 （6%）  704.1 （9.90%）
夫婦世帯数（割合）  362.3 （7.7%） 1,003.7（14.20%）
片親世帯数（割合）  273.2 （0.80%）  548.3 （1.20%）
祖父母と孫の世帯数（割合）   39.5 （5.80%）   81.8 （7.70%）
核家族世帯数（割合） 2,799.7（59.10%） 3,307.2（46.70%）
三代家族世帯数（割合）  790.4（16.70%） 1,077.5（15.20%）
1 世帯当たり人員（人） 4.1 3.2
※データは中華民国主計処から。
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1991 88 1,367 305,655 0.48 ― ― ― ―
1992 96 700 325,869 0.24 ― ― ― ―
1993 91 797 391,438 0.23 ― ― ― ―
1994 112 655 449,500 0.17 ― ― ― ―
1995 78 629 482,268 0.15 ― ― ― ―
1996 68 786 465,713 0.18 ― ― ― ―
1997 52 831 460,226 0.19 ― ― ― ―
1998 77 1,304 441,254 0.31 ― ― ― ―
1999 81 1,302 369,128 0.37 ― ― ― ―
2000 82 1,080 251,896 0.46 ― ― ― ―
2001 60 1,103 207,964 0.56 66 102 19,728 0.85
2002 86 1,514 61,186 2.61 474 423 74,020 1.21
2003 107 1,015 53,161 2.11 626 741 38,649 3.54
2004 90 934 94,110 1.09 856 781 110,453 1.48
2005 83 1,372 84,839 1.72 739 800 116,292 1.32
2006 91 1,471 82,140 1.90 997 891 110,959 1.70
2007 99 1,097 75,678 1.58 1,091 1,008 122,490 1.71
2008 86 1,322 58,568 2.40 1,272 1,120 127,931 1.87
2009 99 1,414 45,197 3.35 1,499 1,335 137,598 2.06
2010 94 1,384 42,575 3.47 1,760 1,579 134,186 2.49
※ データは司法院『司法統計提要』（1991年～2003年）及び『司法統計年報』（2004年～
2010年）から。
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2003 105 602 576 384 1,667 130,801 1.27
2004 78 642 794 463 1,977 135,092 1.46
2005 77 669 716 543 2,005 139,398 1.44
2006 87 694 865 629 2,275 135,839 1.67
2007 87 714 1,047 673 2,521 141,111 1.79
2008 76 749 1,172 819 2,816 143,624 1.96
2009 76 854 1,406 1,055 3,391 143,582 2.36
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号（1992年 6 月20日）解釈は，受遺者は土地登記規則26条 3 号の遺贈登記
を申請する際に，たとえ条文に規定がなくても，相続人・遺言執行者また
は遺産管理人の印鑑と身分証明を添付すべきことを求め，実質的に共同申
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分 第 1 巻　遺言』［第 2 版］（2012年，日本評論社）216頁は，他の共同相続人によ
る遺言無効の主張と遺留分の減殺請求を呼び起こしてしまうと指摘している。
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特定遺贈 共同（×） 要 有（15年）
包括遺贈 ？（×と推測） 要 有（15年）
相続分の指定 単独（○） 要 無
遺産分割方法の指定
　共有帰属指定型 共同（×） 要 無
　単独帰属指定型 単独（○） 要
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